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語引き助詞研究文献日録 その2

成田徹男 沖 久雄 武市恵美子

本目録の方針と構成は次のとおりである｡

1 明治以降,昭和54年12月までに発表された助詞に

関する研究論文,及び単行本を収録対象とした｡

2 ただし,一般文法啓の部分としての助詞研究,及

び｢てにをは｣研究などを対象とした学史的研究は,

収録対象から除外した｡

3 文献収鍬 こついては,宮坂和江氏 ｢助詞研究文献

稔覧J (r国文学J (学燈社)419,昭和34年 6月)

と国立国語研究所の r国語年鑑J (秀美出版)(昭和

29年版から昭和55年版まで)に負うところが大きい｡

4 本目録の全体構成は以下のとおりである｡

1 助詞稔論

1. 1 単行本

1. 2 雑誌論文

2 作品別助詞研究

3 助詞各論

3. 1 格助詞

3. 1. 1 格助詞捻論

3. 1.2 格肋詞各論
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ヲ
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⑳ マテ

⑳ その他

3. 1.3 格肋詞比較論･

(》 ガと-

② ガとノ

③ ガとヲ

⑥ ヲとこ

⑤ こと-

⑥ 二とト

⑦ 二とヂ

⑧ ヨリとカラ

3.2 係助詞

3.3 副助詞

3.4 並立助詞

3.5 準体助詞

3.6 終助詞

3.7 接続助詞

このうち,今回の｢その2｣では,｢3.1.2格助詞

各論｣及び ｢3.1.3格助詞比較論｣を収録した｡

5 本目録の配列は,原則として食下位分頬項目ごと

に発表年順とした｡

同一題目で分載または連載のものは,初出の箇所

に併記した｡

記載項目は,左より.①執筆者名,②論文題目ま

たは春名,③所収文献及び巻号または発行所,⑥発

表年月,の順である｡

日掛 こ記載するにあたって,現物をみることのでき

なかったものもあり,収録もれもあるかと思われる｡

大方の御教示をお願いする｡

なお,今回収録の格助詞関係については,題削まひ

とつの助詞のみを示しながら実際は他の助詞と対照し

た記述を中心としたもの,ふたつの助詞をとりあげて

いても比較ではなく別々に給じられているもの,など

どの分類項目に含めるか疑問のものがあった｡今回は,

題目を優先 して機械的に分類 してあるので,例えば

｢ガとノ｣の比較については,3.1.3格助詞比較鎗

②だけでなく.3.1.2の①,②をも参照されたい｡
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I.3助詞各論からは.以下の雑誌の特集号に含まれている辞昏形式による個別助詞についての紀連は除外され

ている｡あわせて参照されたい｡

国文学 (学燈社)4-9 古典文法の第二総合探求 ･助詞筋

国文学 (学燈社)12-2 特集 助詞のすべて

解釈と鑑賞 (至文堂)23-4 古典解釈のための助詞

月刊文法 (明治昏院)2-5 特集 研究成果を文法指導に採 り入れるポイント 助詞

昭34- 6

42- 1

33- 4

45- 3

:x 次の論文集に再録 (加筆 ･訂正されたものもある)されている論文には該当するアルファベットを著者名

の前に付した｡A～Kは ｢その1｣を踏まえたものである｡

湯沢幸書郎 国語学論考
(同上 同 上 (復刻)

石垣 敢二 助詞の歴史的研究

三上 章

佐伯 哲夫

小林 好日

松村 明

本位田重美

舌川 泰雄

服部他(崩)

川本他(崩)

一錠EEl 良二

t=田 虫雄

曹語学研究
会 (崩)

〔著作集 2〕

江戸欝東京語の研究

伝達論にもとづ く日本語文法の研究

三上章論文集

語順 と文法

国語学の諸問題

洋学資料と近代日本語の研究

国際文法論への道

近代穿き誌

日本の言語学 3 文法ⅠⅠ

日本の言語学 5 意味 ･語菜

兵庫県方言文法の研究

語発給的統語論

日本語文法 ･連語給 (資料編)

格助詞各論

泉 忠義

名 萱

沢 尭則

沢 義則

沢 秀准

林 好日

垣 故二

辻 義胤

誠

源氏物語に於ける助詞 ｢が｣の用法

｢が｣のつ く客語

所謂 ｢ヲ｣に通ずる助詞 ｢ガ｣に就いて

再び所謂目的格をあらはす ｢が｣について

上代に於ける格助詞 ｢が｣の用法

現代 日本語法三九- ｢格｣といふこと,格助詞｢が｣-

助詞 ｢が｣の表現的価値

主格 ｢が｣助詞より接続 ｢が｣助詞へ

｢名詞+が｣は対象語格なりや

河内本源氏物語の語法H-主格特示の｢が｣について一

宇治拾遺物語における蔑称の ｢が｣について

誤用- ｢ガ｣を中心 として-

文法指導のむずかしき- ｢水が飲みたい｣の文節の関
係を中心に-

助詞4Iの研究- 勅撰集の網啓の中から-
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八雲沓林 ･上田星沓店
地紋牡

岩波昏店

東京堂

東京堂

くろしお出版

関西大学出版 ･広報部

岩波昏店

東京堂

笠間昏院

角川各 店

大幡館

大修館

桜楓社

明治昏院

むぎ昏房
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国学院雑誌 昭 6- 7, 7- 1

国文学誌

｢金沢博士還暦記念
東洋語学乃研究｣

国浜研究

国文学攻 2-2

教育 ･国語教育

国語と国文学15-10

Bl語とB)文学2ト3.5

愛媛国文研究 2

国学院雑誌

日本文芸研究 7-4

国語国文25-1 (257)

国語敬呈52

国学院地誌57-7

6-ll,12

7-12
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1
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此島 正年

神作 光一

山臼 巌

松村 明敏

寺臼 泰政

佐伯 哲夫

両角 克夫

古代における格助詞 ｢が｣

助詞 ｢が｣に関する研究序説

｢水が飲みたい｣ とい う言い方の渡沢

万葉集における ｢が｣助詞の一考察

｢いわtQ)る同格的用法｣の rがJについて

｢雨が降る｣ といふ音ひ方

文法の論理における主語の機能

木之下正雄 条件節の主格表示について

根本今朝男 ｢が格｣の名詞 と形容詞 との くみあわせ

山崎 良幸 助詞 ｢が｣の機能- 特に主格を表わすとされている
｢が｣ について-

我婁多賀子 助詞 ｢が｣の適時的考察

佐藤 俊子 格助詞｢が｣の尊卑関係一枕草子 ･源氏物語を中心に一

三上悠紀夫 ｢患管抄｣における助詞 くが)の資料

三上慾紀夫 r患管抄Jにおける助詞くが〉について- 所謂遵体格に
ついて-

我春多賀1･ 主格助詞 rがJの発達

早川 通介 日本語の主語について

田村す 丁子

井能 好三

井原美砂子

川瀬 生郎

佐藤ちゑ子

市ヶ谷幸子

斉藤由美子

対象語に ｢が｣を伴わしめる語について

が辞考(助辞性相論の .1)｢が｣は本来主格辞ではない

格助詞 ｢が｣についての試論 近松の作品より ､

格助詞 ｢が｣の用いられる表現 と文形式について

主題化に関する主格名詞句の特性について

が格の名詞 と連語

主格助詞 ｢が｣の発生- 無住法師の作品を中心にし
て-

大野 晋 主格助詞ガの成立 (上,下)

② ノ (付 :ナ,ツ,イ)

岡倉由三郎

井上隅川子

木枝 増-

北島 再江

石田 春昭

佐久間 鼎

阪倉 篤毛

菅沢 丑則

C松村 明

石取 六三

主格 を示す本来の辞

俳句に於ける助詞 ｢の｣の考察

｢の｣に関する二つの疑問

｢つ｣助詞の用法から見た蛸蛤 ･秋津島 ･明津御神考

イは主格助詞にあらず

現代 日本語法四〇- 格助詞 ｢の｣について

比境的枕詞一体音に｢の｣の添はりたるものについて-

格助詞 ｢の｣の用法について

｢の｣の一つの用法について

古代 日本語の格助詞 と称せ られる ｢イ｣と朝鮮語の格
助詞 ｢ali｣について

-128-

国学院雑誌57-7

文学論藻7

言語生活72

国文学

国語研究(国学院大)8

国文学 (関西大)

信州大文理学部紀要13

研究紀要(鹿児島大)15

ことばの研究 (国
立国語研究所)2

高知女子大国文 1

学習院大文学部研
究年報13

藤女子大国文学雑誌 2

福井県立藤島高校
研究集鈷

国語国文学 (福井
大)13

学習院大国酷国文
学会誌15

｢現代言
部先生
文集)

過

早稲田大語学教育
研究所紀要10

文芸広場 (公立学
校共済)22-9

清泉女子大紀要22

日本語学校論集 2

｢佐伯梅友博士蕃
寿記念国語学論集｣

国語国文論集 (学
習院女子短大)6

｢本位 田重美先生
定年記念論文集
地域 と文化｣

文学45-6, 7

帝国文学612位6)

石橋

国語国文

国語解釈

国語国文

教育 ･国帯教育

国語国文

国語国文

日本の言葉 1-3

天理大学学報

昭 31-12

32- 6

32- 9

33-ll

33-ll

34- 4
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38-12

40- 3

40- 5
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モ:土部 弘

F(

..土部 弘

/./J､林 芳規こ.

i稲垣 瑞穂

i:武田 祐書

〔ネ之下正雄

夫

徹

弘

益長

兄

部

瀬

r伐

土

､U.
トこ

rレ

･llT
V三宅 滑

甘 主木 幸信

JIL-?.宮田和一郎

L瀬田 秀博

金沢庄三郎

稲垣 瑞穂

再三書 陽

蝉井 茂治

木之下正雄

Lrヽ
/.
Fl井手 至

.上三宅 清

-:･⊥
~'専政 鉄雄
草原 幸子

句､林 芳規
I.l/I-

韓見 徹

定椴井 光昭
~ヽ

兵津敬-節

こ砦井 良雄
.∴
沢 政雄

華 皐 徹
青木 怜子

海淵 恒書

■ヽl
米 康之

琶 玲子

連体格から連用格へ-所謂｢に｣に通じる格助詞 ｢の｣
の一解一

塊示格の ｢の｣の或る場合

謂わゆる主格助詞 ｢い｣は副助詞と考うべきである

古訓点にあらほれた星点の ｢イ｣

助詞 ｢イ｣の性格

源氏物語におけるヲに通うノについて

上代の感動表現｢い｣について一格助詞｢い｣の再検討-

｢の｣の歴史- その-として ｢上代｣-

格助詞 ｢の｣における語法地線

｢の｣主格の発達について

助詞 ｢の｣の一つの見方

｢形容詞の語幹+の｣について

初霜のおさまどはせる-古今集の助詞｢の｣の-用法一

朝鮮語と助詞イ

上代語と訓点語- ｢い｣について

格助詞 ｢の｣の-用法

助詞 ｢の｣のアクセント- 倭 ･演両語への接続の史
的考察

題目提示の ｢の｣について

助詞 ｢の｣｢が｣｢つ｣の原初的性格について- 助詞
の成立事情に関する-.二の考察Lt)-

｢の｣く副体語 ･句〉の機能

古語における ｢の｣主格の用法

連体格を構成する助詞二つ- 格助詞 くな)と格助詞
くつ)と-

助詞イの残存 平安時代の使用者と用法

水の飲みたい者

助詞 ｢の｣の用法- 所謂,指定格の ｢の｣について

助詞 ｢の｣をめ ぐって

同格 rのJ

｢名誉の｣と ｢名誉な｣

｢の｣のいろいろ

中古における助詞 ｢の｣

現代国語学(7) 本の忘れた人

単文主格の発達- 中古仮名文学中の助詞 ｢の｣-

問題となる助詞

｢の｣｢に｣｢と｣｢さるは｣について

名詞と名詞 との くみあわせ- の格の名詞のばあい-

｢の ･に｣について
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国文学

国文学

国語 (西東牡)9
(2-2･3･4)

国語国文22-ll
(231)

国学院推誌

鹿児島大教育学部
教育研究所研究紀要

解釈

囲陪国文25-8(264)

国語研究 (国語文
化研究所)13

国語国文25-10

女子大国文 6

解釈 3-8位8)

Bl文学

国学院雑誌

武庫川女子大紀要 6

愛峻国文研究 7

国学院雑誌

解釈4-6

女子大国文10

人文研究 (大阪市
立大)9-7

東京大教養学部人
文科学科紀要

万葉30

東洋大紀要13(人
文 ･社会 ･自然)

国語国文28-10(302)

国語学研究 2

大東文化大紀要1-1

国文学会報 9

｢口語文法統座 3
ゆれている文法｣

｢同 上｣

国文学論考 2

国語教育科学7-1

国語国文35-5(3!1)

｢講座 日本語の文
法3 品詞各論｣

｢同上 4 文法指
導の方法｣

東京成徳短大紀要 2

たより 32

昭26-6

28- 8

28- 9

28-ll

28-ll

28-12

31- 4

31- 8

31-10

32- 6

32- 8

32- 8

32- 9

33

33- 3

33- 5

33- 6

33-10

33- 8

33-ll

34- 1

34- 5

34-10

37- 8

38- 3

38-10

39-ll

39-ll

40- 6

41- 1

41- 5

42-10

42-12

43- 5

43-12



安田喜代門

尾崎 暢放

鳥時 暢放

氏家 洋子

青木 怜子

青田 金彦

北条 忠雄

K佐伯 哲夫

主格助詞イについて

継ぎて見すらし- ｢の一過体形｣について-
序詞の発想- 助詞 ｢の｣をめ ぐって-
文論的考察による接続助詞 ｢の｣の設定

連体格助詞 rのJの-用法- 紫_の匂へる妹 ･例_のう
なつ｢く-

現代文における ｢の｣の意味用法

｢の｣の給源は ｢な｣か

｢の｣ と ｢を｣- 本の読める ･本を読める-

葉

蘭
艶
酎
軒
蔽
斬
新
翫

阿刀田捻子 てにをは随想(6)- ｢の｣について-
坂本元太郎 連体格助詞 ｢の｣の周辺 く体言+の--･連体形〉の

構文における ｢の｣の問題点

渡辺 英二 助詞 rの｣の-用法 ｢この君に畢らむ_の御心に｣

楠 絶 源氏物語の語法- 同格の助詞 rのJの用法

前田 洋文 日本語格助詞 ｢の｣とそれに対応する英語表現- 英
作文指導に関連して

中西 進 ｢の｣の思考

此島 正年 格助詞 ｢の｣の論 その提示用法

北原 保雄 ｢は｣は ｢の｣を代行 しない

大木 正義 連体助詞 ｢の｣の-用法- 渡辺莫氏の立場からの近
づ き

堺 則彦 助詞 ｢の｣について

平河内健的 rノ｣の機能について

覇岡 昭夫 休言 と rのJ の連鎖について

森 昇一 助詞 rの｣の連休格の-用法

鈴木 康之 ノ格の名詞 と名詞 との くみあわせ(1ト(4)

木之下正雄 同格助詞の ｢の｣について

③ ヲ

松尾捨it;郎 助辞 ｢を｣の検討

佐久間 鼎 現代 日本賢法四一- 格助詞 ｢を｣について-
松尾 拾 平安初期に於ける格助詞 ｢を｣

佐々木雪霊 助辞 ｢を｣に普 く他動調性動詞

中尾 徳蔵 まげる所の ｢を｣

佐伯 梅友 助詞 ｢を｣について

奥里 将建 和行古代 B音史論- 語法問題を解決 しつつ-
奥里 将建 ヲ格の bmnng推移

松尾 捨 客酷表示の助詞 ｢を｣に就いて

岡本 彦- ｢あなたを好き｣談義

C松村 明 ｢水を飲みたい｣という言い方について

福島 邦道 雄解新経の助詞 ｢を｣について

浦部 重雄 源氏物浩における助詞 ｢を｣の用法について

此島 正年 助詞 ｢を｣の歴史
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文法 2-2
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田大)41
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文法 2-ll
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国学院雑誌76-6(818)

言語 4-8

｢佐伯梅友博士喜寿
記念 国語学論集｣

解釈23-4

英語教育26-9

国語学111
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文学
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1-2

国語国文21-4く213)
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･旦:諏訪 高子

広井 玲子

｣､山 敦子

芳野 孝子

水谷 .静夫

白石 大二

廟 垣 幸得

‡後藤 克巳

■鎌田 広夫

木之下正雄

奥田 頼経

王大久保玲子

一層時 事

松下 更生

旺 淑千

田 良二

渡 淑子

痕 鉄雄

摩 光代

本 忍

鳥 武彦

下 武彦

彦俊
--.:山
.I

一ヽ
原 勉
fJ
本 治書

聞 鼎

貴

外也

福右衛

奏

万葉集における肋詞 ｢を｣

宇津保物語に於ける客陪表示の ｢を｣について

頻度から見た目的格表示の ｢を｣の織能 と表現価値一
一源氏物語とその先行作品を資料として-

助詞 ｢を｣について

｢話を終わる｣と ｢話を終える｣

背春を生きる

万葉集における格助詞 ｢を｣をめ ぐって

｢本を読む｣と ｢道を歩 く｣

天草本平家物語の助詞 ｢を｣

村椿表示の ｢を｣について

日本語文法 ･連語論- を格の名詞と動詞とのくみあ
わせ (1)～(9)

一年生における補給 ｢を｣の指導

rロヲロ ミJの構文をめ ぐって- ｢ヲ｣｢ミ｣をどの
ように考えるか一

設要請 窮 balアI Wl笥 琴警 謁 孟きち:筒 の

連語について(1) 2.3司+ rを｣+動詞の型

中古文における助詞 ｢を｣について その解釈をめ ぐ
って

連語 (名詞十 ｢を｣+動詞)について

定家卿 と拾遺集- 格助詞 ｢を｣と係助詞 ｢も｣と

字訓の中の対格

助詞 ｢を｣をめ ぐって

｢を｣格の表示について 広島市域方言の場合

万葉集における助詞 ｢を｣の用法と表記 人麻呂歌集
へのアプローチ

rを｣の格表示機能の起源について 対象の限定

格助詞 ｢を｣に ｢をもて｣の意味はないか ｢扇をき
しか くす｣とも関連して

受身の於 (に)に就て

標的を示す ｢に｣助詞の万葉集中の実例に就いて

現代 日本語法四三 ･四四- 格助詞 ｢に｣について-

土屋文明全歌集中の助詞 ｢に｣に就ての統計調塞

文明短歌の助詞 ｢に｣について

枕草子における ｢に｣止めの語法

助詞 ｢に｣と切字- 芭蕉の発句 ｢蓬莱に聞ばや伊勢
の勅使｣の解釈をめ ぐって-
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万集13

日本文学 (東京女
子大)9

国語学 33

香椎潟4

｢口語文法講座 3
ゆれている文法｣

｢同 上｣

研究紀要 (山形県
米沢兼高) 2

国文学35

語学文学 6
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研究紀要19
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解釈16-5

番記官 65

情報処BI!}l･IL'･全CL
委il全溌料 171-3

甲南女子大研究紀
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念国語国文学論典｣

｢今泉博士古稀記念
国語学絵素｣

日本語学校論集 1

広島大方言研究会
会報22

国文学研究資料館
紀要 2

国文 (お茶の水女
子大) 45

国語学研究と資料 1

国漠

国語解釈

教育 ･国語教育

潮汐

潮汐

解釈

連歌俳諸研究

昭29-10

32-10

33- 6

33-7

39-ll

39-ll

39-12

40-ll

43- 3

43- 3

43- 3
-47- 3
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45- 5

45-10

46- 5

47- 3
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島田 勇雄 映画 を見に行 く･工場を見学に行 く

森EB 和男 格助詞 rに｣の一用法- 秋風に開ゆる-

長野 照子 ｢て｣ と ｢に｣の或る近付き

石綿 敏雄 ｢名詞+助詞 rにJ 十動詞｣の表現構造の解析

石綿 敏雄 助詞 ｢に｣を含む動詞句の構造

阿刀田捻子 く質問箱)動詞連体形 + ｢には｣｢のに｣｢のには｣に
ついて

山口 康子 上代における同一動詞反復形式 ｢に｣を介する形式の
成立要因について

山口 康子 ｢ニ｣を介す る同一動詞反復形式の史的考察- 今昔
物語集まで

山口 康子 FLiJ,=･誓 する同~動詞反復形式の流助 ｢いや｣から

工藤 力男 上代における格助詞この潜在 と省略

青木 怜子 所謂副詞陪尾の ｢に｣について- 格助詞の下位分類
に及ぶ

向井 寛

大木 隆二

⑤ -

佐久間 鼎

B石垣 紋二

青木 怜子

Q彬井 鈴子

中川 浩文

阿刀田捻子

原口 裕

⑥ ト

物集 高見

森本 的書

森本 的書

｢に｣ のある用法について

格助詞 ｢ニ｣にみる文型のなかれ

現代 日本語法四二- 格助詞 ｢-｣の用法

助詞 ｢-｣の適時的考察

移動性動作の目標を示す助詞 ｢-｣について

助詞 ｢-｣の成立

助詞｢-｣の性格の再検討-その成立の問題にふれて-

てにをは随想- から ･へ-

近代の文章に見える助詞 ｢-｣

とといふ旦爾乎披

万葉集に於ける ｢と｣助詞の用法H

万葉集に於ける ｢と｣助詞の用法(a- 格助詞の｢と｣
及びその共同的用法について-

安田喜代門 助詞 ｢ト｣の用法上の-疑問

佐久間 鼎 現代 日本語法四五- 格助詞 ｢と｣の含蓄 と用法-

森重 敏 句格 ･首 ･第二係結- 上代の辞 ｢と ･て｣-

松尾久巣江 万葉集に於ける助詞 ｢と｣について

鹿野 正次 格助詞 ｢と｣の接続- 徒然草の文法研究-

麻生 耕三 時枝文法 ｢と｣の本質

間瀬 勇造 助詞 ｢と｣を理解させ ることと文章表現指導

高羽 四郎 ｢となる｣の用法

武市恵美子 連用成分 ｢- ト｣の構文論的考察

豊田 豊子 く特集 ･文字を昏 く〉発見の ｢と｣

(診 デ

現代 日本語法四七- 格助詞 としての ｢で｣

｢ニシテ｣か ら ｢デ｣-
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｢口語文法講座 3
ゆれている文法｣

国語 と教育 '65

梅花女子大文学部
紀要 5

情報処理学会CL
研究委員会資料 ●7ト2

｢亀子計井機による国
語研究Ⅳ(国研報告46)｣

日本語教育研究 8

長崎大教育学部人
文科学研究報告24

陪文研究39･40

長崎大教育学部人
文科学研究報告25

国語国文46-5(513)

｢松村明教授還暦記
念Bl哲学 と国語史｣

華頂短大研究紀要18

日本語学校論集 6

教育 ･国語教育

文学

国文(お茶の水女子大)

国穿き学 19

女子大国文 15

たより 29･30

北九州大文学部紀要 4

国学院雑誌

アララギ 25-10

アララギ 25-12

日本文学

教育 ･国語教育

国語国文

奈良女子大国文学会誌

武蔵野文学 3

愛媛国文学研究

作文 と教育15-4

国文学研究 3

回琵き学 116

日本籍教育 36

教育 ･国語教育

高知大教育学部研
究報告 16
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ニケ阿刀田捻子

⑧ カラ

_寸渡辺 義夫

-'J塚原 鉄雄

.I-奥津敬一郎

こ阿刀田捻子

,'S仁田 義雄

･T.荒 正子

Il
小矢野哲夫

R鎌田 良二

E⑨ .ヨリ

渡辺 義夫

敬 一巨樹

(I;大坪 併治

Q鹿妻多賀子
I?-II

e松本 泰丈

E阿部 健二

⑳ マテ

浩川-泰雄

永野 賢
王::･l

湧 揮散一郎

海 底･三乗

正子

胤 ､その他ユ亡̀ ./
_田中重太郎

野 息

(.･韓申達治郎LJ●-ヽー◆=

華本 番

｢で｣の用法について

名詞 と動詞の くみあわせ一名洞が｢-から｣のばあい-

｢から｣の欝源 栗原説への疑問から

｢マデ｣｢マテニ｣｢カラ｣一順序助詞を中心として-

てにをは随想- から ･--

連語 [名詞+カラ+用言】について ブラマテイカル
な連語になる条件の考察を中心にして

日本語文法 ･連語論 から格の名詞と動詞とのくみあ
わせ(1),(2)

起点格 と ｢から｣

起点助詞 ｢から｣について

日本語の ｢比較｣- ｢より｣の用法

｢行 くしかない｣と ｢行 くよりはかない｣

助詞ヨリのある場合- 訓点語を中心に-

助詞 ｢より｣の通時的考察

｢- より｣の問題点

くより〉の持つ意味の一側面- ｢ゆ｣- ｢より｣へ
の展開を通して

格 ･副助詞 ｢まで｣

｢まで｣と ｢までに｣

｢マテ｣｢マテニ｣｢カラ｣- 順序助詞を中心として-

くまで〉について

日本語文法･連語論 まで格の名詞と動詞 とのくみあわせ

｢にて｣の語法

｢ニシテ｣から ｢デ｣-

格助詞 ｢にて｣の形成 と言語における交替現象

指定辞 トシテ,ニシテの句格

;.-市.-

短?;格助詞比較論

由 ･ガと-
‥rt7;.

主格表現における助詞 ｢が｣と ｢は｣の問題

主語に附 く場合の助詞 ｢が｣と ｢は｣の用法

格助詞 ｢が｣と ｢は｣について
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日本きき教育研究10

言語研究会ニュース15

日本上古史研究7-4

日本貫き教育 9

たより 29･30

国語国文42-7(467)

教育国語40,41

国語学研究 16

国学院独語78-ll

言語学論帯6

｢口話文法講座 3
ゆれている文法｣

国語学 66

学習院大文学部研
究年報14

国語国文論集 3

｢松村明教授還暦記
念国語学と国語史｣

国語研究 (国学院
大)6

｢Ⅰコ語文法話座 3
ゆれている文法｣

日本語教育 9

国際大学国文学 3

教育国語 50

平安文学研究 16

高知大教育学部研
究報告 16

語文研究(九州大)29

｢松村明教授還暦記
念国語学と国語史｣

｢現代 日本語の研究｣

日本語

｢市河博士還暦祝賀
論文集第二輯｣

49-12
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38- 4

昭41-12
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48- 7
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三宅武郎中学の文法学習指導案第-時-｢は｣の文と｢が｣
の文-

速川浩助詞はがの英緒学的考察

J三上章-とかの使い分け

桟垣莫助詞｢は｣と｢が｣の問題

大久保息利｢は｣と｢が｣との敬えかた

斯林不二彦｢浮世床｣を通して見たる主静指示の助詞｢が｣と｢は｣
船田逸夫国語｢-は｣｢-が｣と英語の表現

石井光治英米人のみた格助詞｢は｣｢が｣
松尾拾-とか

浜田敦｢が｣と｢は｣の一面-朝鮮資料を手かかりに-

M松村明欧米人の｢は｣｢が｣観-ロドリゲスからチャムア
レンまで-

J三上章｢は｣と｢が｣の研究法

F永野賢文章における｢が｣と｢は｣の機能

浅野鳴子実践面における｢が｣と｢は｣

金田一春彦｢は｣と｢が｣の使い分けについて

尾野秀一｢は｣と｢が｣の稔能･相過について

小山敦子｢の｣｢が｣｢は｣の使い分けについて-展成文
法理

論の日本酷への適用-
井上寿老言語の論理(下の中)-文章上下の呼応の問題の一

環としての主語をめく･る助詞｢は｣｢が｣に関する諸
問題-

大塚%･
代子主格につく助詞"はnと小が--長沼読本巻一第一

部の段階による-
糊井金典｢は｣と｢が｣の違いをどのように生徒に拍導すれば

よいか

増井金典｢が｣と｢は｣について

Kuno,
Theme,
Contrast.an
dExhaustivelisting-Wa
SusumuandGainJapanese-

山崎良幸｢が｣と｢は｣は区別されるか
00井能好三文庇考主語をめぐるはとがに関するもの

望月孝逸日本語の表現の様式について-とかの意味的機能

前田洋文日本語肋洞｢が｣,
｢は｣に関連する英語の機能につ

いて

井能 好三

森田 良行

三宅 武郎

尾上 圭介

浜田 敦

増井 金典

阪田 雪子

は ･が弁

文型と助詞- ｢は｣｢がJの用法を中心に

｢は ･が｣の構造

文枝と結文の枠 ｢-｣と ｢ガ｣の用法をめぐって

vLが O と "はJ'の一面

｢が｣と共通する ｢は｣｢がJと ｢は｣について(2)

｢-Jと ｢7Y｣はどう適う?

-134-

コ トバ

小樽商大人文研究

語文 3

近幾方言4

｢三年四年現場の国
語教育｣

試論

英文法研究 1-10

英文法研究 2-3

｢講座現代語 6 口
語文法の問題点｣

国語国文33-4,5
(368,9)

日本語教育 7

日本語教育 7

日本語教育 7

日本語教育 7

日本妻哲教育 7

日本語教育8

国語学 66

大分県立芸術短期
大学研究紀要 6

たより30

会誌 (滋賀県高校
国語教育研究会)42

滋賀大国文 6

語学教育 289

文法 2-ll

文芸広場 19-6

千葉大学留学生部
研究報告 7

群馬大学教育学部
紀要(人文･社会)21

文芸広場 20-6

訴座日本語教育 8

国学院雑誌73-ll

言語研究 63

｢論集日本文化の起
源 5 日本人種論 ･
言語学｣

滋賀大国文 11

｢新･日本語訳座 2
8本文法の見えて
くる本｣

23-12

28- 1

28- 3

昭28- 7

29-4

30-7

33-2

33- 6

39- 1

40-4, 5

40- 9

40- 9

40- 9

40- 9

40- 9

41- 3

41- 9

41-12

42-12

43- 3

43-12

44一夏

45- 9

46- 6

47- 3

47- 3

47- 6

47- 7

47-ll

48- 3

48-ll

49- 1

50- 3

個展儲載腰優



大久保息利

大野 晋

川本 茂雄

有馬 俊子

斎藤由美子

増井 金典

尾上 圭介

柳 辰男

板谷 裕子

鈴木 博

安達 隆一

山崎 幸雄

斉藤由美子

r.秦野 悦子

チ_安達 隆一

関 伊統

一増井 金典

(診 ガとノ

鳴沢幸書郎

佐伯 梅友

森田 武

石垣 託二
l

森重 敏

鈴木 其咲

一
伶

久

正

見

高野 息

岳 章

中川 浩

民

子

之

世

徹

輿

子

文

島 正年

iyake,
Takeo

･出 民子

ハ とガの常鼓を少し適えて 文法を手のひらにのせて
みる

助詞- とガの機能について 現代 日本語の基本的構文
の意疎

フランス語学･一般言語学･国語学 ガと-に関連して

教科昏 ｢日本語の基礎｣に提出されている助詞 ｢は｣
と ｢が｣について

rJ､｣ と ｢ガ｣に関する一考察 東洋詩語との比較

｢が｣と｢は｣について(3)相途点を対照表にまとめる

[資料】｢-｣と ｢ガ｣研究文献

主格表現における ｢は｣ と ｢が｣の区別能力の発達一
一母国語指導アプローチの試み(1)

助詞 ｢は｣ と ｢が｣について

国語教材から二題(1)戯曲 rおふ くろJの｢行きまっせ｣
(2)r三四郎Jの ｢が ｣ と｢は｣

文章における ｢は｣ と ｢が｣ 人物堤示を中心 として

名詞構文における- とガについての覚え昏き

場 と言語表現 ｢-｣ と ｢ガ｣の問題を中心に

子どもにおける助詞 ｢は｣｢が｣の獲得の研究

文章における文の時間性 ｢は｣と｢が｣の関連において

日本語 ｢は｣ ･ ｢が｣ とインドネシア語の対応

｢が｣ と ｢は｣について(4)大野晋氏の仮説 (未知･既
知説)批判

｢の｣｢が｣を伴 う句の-形式- 修飾法の--

主語につ く ｢の｣ と ｢が｣について

日蓮上人近文に見える格助詞 ｢の｣｢が｣の用法

語法より観たる今昔物語- rが｣｢のJの用法二三
について-

修飾語格小見- 上代の助辞 ｢な,に,の,が｣(1ト(3)

射等龍荷四聞- 万葉地名における同格の助詞 ｢の｣
及び ｢が｣の用例などについて-

万葉集の助詞 ｢が｣｢の｣の或る場合

奈良時代に於ける遵鰻助詞 ｢ガ｣｢ノ｣の差異について

助詞 ｢のJ｢が｣の表現的価値- 尊卑説批判-

｢雨の降る日｣ と ｢雨が降る日｣

記紀の古さ- 格助詞 ｢の｣｢が｣の用法から-

助詞 ｢の｣｢が｣- 主語をあらわす用法-

皇町時代の ｢の ･が｣-その感情価値表現を中心に-

助詞 ｢の｣｢が｣｢つ｣の原初的性格について- 助詞
の成立事情に関する-.二の考察Lt)-

古代における主格助詞 ｢が｣｢の｣

｢の｣と ｢が｣の敬語法

古事 記における主格助詞 ｢の｣と ｢が｣の用法 ･格助
詞 ｢の｣ と ｢が｣の主格用法について- 徒然草-

格助詞 ｢の｣ と ｢が｣の主格用法について- 古今和
歌集-
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桑原 淑子 舌代における待遇表現一格助詞 ｢の ･が｣の研究一

野呂 佳江 r宇治拾避物語Jにおける国語学的研究- 助詞 ｢の
･が｣の表現価値について-

田中 章夫 ｢天気がいい｣と ｢天気のいい｣

鎌田 良二 ｢世間胸井用｣の ｢の ･が｣

山田 登徽 三代集の詞番にみえる ｢が｣と ｢の｣- 意識の上か
ら -

鎌田 良二 ｢世間摘発用｣の ｢の ･が｣

東郷 曹男 平安時代の ｢の｣｢が｣について- 人物をうける場
合 -

春日 正三 日蓮聖人ご遺文の国語学的研究(3)- 助詞 ｢の･が｣
の待遇憲政-

山田 登撤 醒睦美における ｢が｣と ｢のJ

長谷川清書 ｢が｣｢の｣の類似と相違

小沢 垂男 ･く｢がJrの｣の語源〉アルタイ系宮津由来説

風聞 力三 ｢が｣｢の｣の変遷

増淵 但書 ｢が｣｢の｣の籍導

楠 醜 源氏物語の語法 主語特示の助詞 ｢の｣｢が｣の尊卑
く｢が｣を中心に〉

野原 三毛 ｢首捷琉歌｣の助詞- ｢の ･が｣の部-

中村 隆彦 万葉集に於ける連体格助詞 ｢ガ｣｢ノ｣に関する一小
論 ｢何｣の訓みをめ ぐって

Harada. Ga-Noconversionandideolectalvariationsin
S･Ⅰ. Japanese

高徳 俊三 ｢おもろさうし｣の助詞(2)｢が｣と ｢の｣の相違

桑山 俊彦 室町 ･江戸初期における ｢の｣と ｢が｣- 待遇表現
面を中心に-

千葉 昭的 rが｣と ｢の｣の様相 その上代

桑山 授彦 室町 ･江所初期における rの｣と rがJ- 文構造面
を中心に-

北原 保碓 助詞 ｢の｣と ｢が｣について

山口 康子 青書琴野 .r早慧]訓読についての~視点 人物をう福田 益和

山内洋一郎 古本説話集目録の訓読について ｢の｣｢が｣補託に関す
る山口康子 ･福田益和両氏の論に対して

佐藤 定尭 助詞 ｢の｣｢が｣の一考察- 栄花物語 ｢月の宴｣を
分析して-

桑山 俊彦 江戸後期における格助詞 ｢の｣と ｢が｣の待遇価値

床田 信一 Ga･NoConversionresisted;AreplytoShibatani

山内洋一郎 主格の ｢の｣｢が｣と古典の理解

友田美津子 が/の 交替変形について

桑山 倖彦 江戸後期における格助詞 ｢の｣と ｢が｣ 文構造面を
中心に

上野 尚美 道の知らなく 助詞 ｢の｣｢が｣の特殊な場合

福田 益和 古今著聞集の研究 助詞 ｢の｣･｢が｣の用法(中.下)
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S軸 源蔵
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黒田 垂幸

号阿71田捻子

田村す 丁子

£一一Ti･
･白石 大二

皇f--てと

丘▲郷 士郎

森田 良行

∬占〔幸ニ
ーelr.

i,-∂与

禁鳥 三郎
村木新次郎

L-さ岳

嘗太 知子

ヲとこ

博

幸-

卓

A.:ことへ

時･ 徳

ホ 伶子

千

｢を･･････てある｣｢が･･-.･てあるJ考

格助詞 ｢が｣と.｢を｣との誤用

｢我が｣と ｢我を｣と

｢お茶が飲みたい｣か ｢お茶を飲みたい｣か

およめにもらいたい話- rが｣と rを｣の問題-

｢が- たい｣から ｢を- たい｣-

｢水が飲みたい｣と ｢水を飲みたい｣

〟.ヲ及tF二について

てにをは随想… ｢を｣｢が｣について-

日本語の他動詞の希望形 ･可能形と助詞

格の転換 とイディオムの成立- 0格 ･ヲ格 ･ニ格の
分裂 と.か格の成立-

｢が｣と ｢を｣- ｢文法が好き｣｢文法を好き｣

｢本が置いてある｣と ｢本を置いてある｣

日本語の椿的表現における諸間借(1) ｢を｣格,｢が｣
格についての若干の考察 所謂アルタイ系との関連に
おいて

願望のタイの前でのヲとガの交替

｢水を飲みたい｣のに ｢水が飲みか ､｣とは ? いわゆ
る対象語

｢r水が飲みたいJ と r水を飲みたいJ という言い方｣
続裾- 格助詞の発達と関連させて-

｢に恋ふ｣と ｢を恋ふ｣

自動詞と他動詞･格助詞 ｢に｣と ｢を｣の対立を通して

格助詞 ｢に｣｢を｣と動詞 r平家物語Jを中心に

助詞に ･へ ･を図解の説

｢へ｣と ｢に｣の消長

ことへ

｢席につ く｣と ｢席へつ く｣

現代国籍学(10助詞 ｢へ｣と ｢に｣の混同

格助詞 ｢に｣と ｢へ｣の用法- 上方浄瑠璃における
作者の表現意識-

｢に｣と ｢へ｣の混用一近世初頭九州関係資料の場合I

助詞 ｢に｣｢へ｣｢まで｣ 受付のアナウンスから

rがてらJ潮源

助詞 ｢に ･と｣の相関- 万葉を主として

-137-

コトパ

国語教育誌

短歌研究

華北 日本語

実践国吉吾

国学院雑誌59'-iO･ll

｢講座現代語6 口
語文法の問題点｣

国語学 63

たより 31,32

早稲田大語学教育
研究所紀要8

文法 2-4

文法 2-ll

｢講座正 しい 日本
語 5 文法絹｣

日本語 ∴日本文化
(大阪外国語大)3

文学研究(九州大)70

｢新 ･日本語詮座
2日本文法の見え
てくる本｣

｢佐伯梅友博士喜寿
記念 国語学論集｣

国語研究(白揚社)32

女子大国文 76

和歌山大赦育学部
紀要人文 28

国民文学

国語学 24

｢講座現代語 6 口
語文法の問題点｣

｢口語文法講座 3
ゆれている文法｣

国語教育科学 7-4

国語と教育 3

｢福田良輔教授退
官記念論文集｣

研修 175

国語国文 18-1

国語学 11

12- 3

16- 8

18- 1

19-10

33- 3

昭33-ll

39- 1

39-12

43- 6,12

44- 9

45- 2

45- 9

46- 3

47- 3

48- 3

50- 3

51-12

12- 2,3

31- 3

39- 1

39-ll

41- 4

43- 7

44-10

50- 9

24- 4

28- 1



....--.l.-I-
I:∵･i-.+=･寸
･Fu･-.･･,I:1
･1.ill;I-I･･･;｣･;]･T･]･.･;･.･[:::=････
-いil
.･
=11:I:
I-･･i･
:I:･

J;I-･J

i･･:･:

:J:･･
････

･j･11=･･::-･!･･･-i･･･-

:｢:=･1..-I.∵.IL･･･,I

.-.-/..∵､.-/･･./:,

･･/'pI::TT:.:I.: ..･･
～ 松

村 信実 絹 はゆる転換の助詞 ｢に｣ と ｢と｣との考察

一 案良 ･平安

時代 を中心に一関
宮市 警 造詣 音読 詣 JWLiar読 竺 ｣とに

ついて●関
富市 き讐こ讐

空 駅 路 品 商 品 蒜 鵜合 -船渡川隆夫阿

刀田捻子野原 三毛鈴木 奉スワ

ン彰子⑦ 二とデ

新井 栄蔵 ･に｣と ｢と｣の遠い- 竹取物給の冒

頭をめ ぐって

てにをは随想(5)- ｢に｣と ｢

と｣について-｢育種琉歌｣の助詞(2) ｢に.と

｣など中古に於ける動詞 ｢ナル｣の用法と助詞 ｢ニ ･ト｣の

相開くとなる)と くになる〉について

阿刀田捻子C松

村 明⑧ ヨりとカラ

佐久間 鼎小原

級-中枢

商-太

田孝一郎永井 啓子

｢場所｣を示す場合の格助詞 ｢に｣と ｢で｣

をめ ぐっててにをは随想(8)- ｢に｣と ｢で｣

-助詞の異同に

ついて現代 日本語法四六- 格助詞 ｢より｣と ｢から｣

より ･から考

起点を示す ｢より｣ と ｢から｣と

室町時代口語資料における助詞について

格助詞 ｢より｣ と ｢から｣をめ ぐっ

て言葉のしつけ ｢より｣ と ｢から｣ 日本文学論究 24鶴見女子大紀要

3鶴見女子大紀

要 4解釈 14-3

た
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